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寒冷地におけるオオクサキビ(大分系 )の導入に関する試験
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オオクサキビ

トウモロコシ

:  1ま  し 力ゞ  き

近年 ,一部西南暖地において,水田転換畑作物として,
オオクサキビが栽培され,注 目されるに至っている。しか

し,こ のオオクサキビについては,低温で作物の生育期間
が短かい北東北における栽培利用例はない。そこで,こ の

第 3報では,水田転換畑で試作された生産物につき利用を

試みたので,その結果について報告する。

2 試 験 方 法
昭54,55年に生産されたオオクサキビを供試し,対照作

物として55年生産のヒエ (自惨 )及 び54年生産の トウモ

表 1 生草の飼料一般成分

ロコシ (04553)を用いた。
耕種方法は,オ オクサキビについては,第 1報うに示し

た要領に準じ, ヒエ, トウモロコシについては当場耕種基

準によった。

利用方法は,青刈 り直後の生草,刈 り取り後に屋外で自

然乾燥した乾草,無予乾,予乾により調製したサイレージ

などとし,その給与法は,いずれも撃t牛による自由選択採

食法によった。

3結 果 と 考 察
供試作物の刈り取 り時の飼料一般成分は,表 1に示すと

おりである。

(%)

乾物回収率は,当然,高温期刈り短期仕上げのもので高く,

低温期刈り長期仕上げのものは低くなった。他方, ヒエは

一般に乾き易く,乾物回収率はオオクサキビに比べ高くな

った。

青刈リオオクサキビは,その茎葉に多くの水分を含むこ

とから,サ イレーンの調製のためには,予乾処理や添加物
の利用が有効であるとされているう。

この試験でも,青刈りしたオオクサキビを用いて,サイレ

ージの品質の改善を試みた。その結果は表 2のようになる。

これによると,予乾サイレージは無予乾サイレージに比
べ品質がやや改善されたが,その効果は小さかった。また,
PII,有機酸組成,揮発性塩基態窒素の発生率などから判
断して, トウモロコシサイレージに比べかなり劣るもので

あるといえる。

オオクサキビサイレージの飼料成分については,水分の

調整によって,粗脂肪,可溶性無窒素物の含有率がそれほ

ど大きく変らなかった。このことからサイレージの発酵が

かなり抑えられていたことがわかる。他方, ヒエサイレー

( )内乾物 %

すなわち, オォクサキビの水分は,54年産 2番草が約86

%,55年産 1番草が約83%と なり,いずれもかなり高いも
のであった。他方,対照のヒエは,約 78%, トウモロコシ

は約77%と なり,作物の間にはかなりの差がみられる。
次に乾物中の成分をみると,オ オクサキビの2番草には,

粗蛋自質が約 12%,粗脂肪約 3%,可溶性無窒素物約45%
が含まれ,遅刈り1番草には粗蛋自質約9%,粗脂肪約 2
%,可溶性無窒素物約 51%が含まれ,ヒ エに比べ粗蛋自質,
粗脂肪がやや高く, トウモロコシに比べIIl蛋自質や粗繊維

が高く,可溶性無窒素物が低い特徴がある。このようにオ

オクサ■ビが高水分,高蛋自貿なのは,北東北では十分に

成育てきず,開花結実に至らなかったことによるものと推

察され,こ の分析値をみる限り, トウモロコシよりはヒエ

に近い作物のように思われる。

低温期に刈り取ったオオクサキビは,一般にその茎部が

多汁性で硬いことから乾さ難い。この試験では高温期に乾

燥し収納した乾草は水分が 14～ 15%ま で下がったが,低温

期に刈り取り乾燥したものでは約26%と 高かった。乾草の
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表 2 サイレージの品質 ,等級
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■フリーク法による

シは,作物の成熱度が進んでいたためか,飼料成分の変化
はきわめて小さかった。

オオクサキビの詰め込み時の材料に対するサイレージの

乾物回収率は,54年調製の無予乾サイレージで低く,予乾
サイレージで高かった。これは,無予乾サイレーシの水分
含有率が約86%と 高く,そのため発酵が進み,汁液の浸出
が起こったためと判断される。一方,55年調製サイレージ
の乾物回収率は,予乾サイレージの方が低くなったが,こ
れは詰め込み材料の予乾期間が長引き,養分の分解損失量
が多 くなったことによると思われる。また, ヒエサイレー

ジの乾物回収率は,概 して高かったが, トウモロコシでは
やや低い価となった。

表 3 嗜好 ,採食量の調査結果

次に,オオクサキビの乾燥開始時の材料及びサイロ詰め

時の材料に対する乾草,サ イレージの可消化乾物の回収率
をみると,乾草では,54,55年 ともに約75%内外で,損
失が約25%と 高くなった。ヒエの回収率は約80%で あった

が,こ れは一部穂の部分の脱落によるものとみられる。オ

オクサキピサィレージでは,54年調製無予乾と55年調製予

乾が85%と 87%と 低くなり,逆に54年予乾,55年無予乾で
,6%と 97%と 高くなったが,ヒ エでは予乾調製によっても,

その差はみられなかった。

乳牛の嗜好,採食量については表 3に示した。オオクサ
キどの生草や乾草はヒエに比べすぐれていた。オオクサキ

どサイレージの嗜好,採食量は予乾調製によって高まり,
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ヒエサイレージに比べすぐれていたが, トウモロコンサイ
レージに比べ劣った。乾草とサイレージの比較では,予乾
サイレージがすぐれていた。

4 ま  と  め
オオクサキビ (大分系)は ,北東北では無霜期間が短か
く,開花,結実するに至らず,一般に乾物率が低い。この
ため,乾草の調製には長期にわたる乾燥が必要となる。ま
た,サ イレージの品質改善のためには,詰め込み材料の予
乾処理が必要である。しかし,その改善効果は一般に小さ
く, トウモロコシサィレージに比べ劣るようである。
オオクサキピの生草,乾草,サ イレージに対する乳牛の
嗜好は,いずれもヒエに比べ勝る。しかし,オ オクサキビ

サイレージは, トウモロコシサイレージには及ばない。

以上の結果から,オ オクサキビは,生草や予乾サイレー
ンとして利用するのがよいと思われる。
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